
■研究の背景と目的

　近年の一般家庭、特に在宅時間の長い高齢単身者世帯の、
エネルギー消費量が多くなってきているという現実がある。
　既往研究(文1)では、小規模で家庭的なスケールの高齢者
の共同居住として、兵庫県A市にあるグループハウス(以下
GHとする)を取り上げ、そのCO2排出量を、一般世帯、大学
生寮、60歳以上の高齢単身者世帯と比較し、高齢者の共同
居住が、CO2排出量において一定の削減効果をもたらすかど
うか、データに基づいた調査を行っている。その結果、一
人当たりのガス、水道の使用量は、一般家庭や高齢単身者
世帯を下回り、共同居住による削減効果がエネルギー使用
量にも表れていたが、電力消費については、高齢単身者世
帯を大幅に上回る結果となり、その後、冬季の暖房を電気
に頼るのではなく、炭による暖房が提案された。
　よって本稿では、高齢者の共同居住形式であるGHを対象
とし、(その1)では、冬季の暖房として囲炉裏を導入するこ
とが室内の温熱環境に及ぼす効果を計測、分析するととも
に、(その2)において、高齢者になじみのある伝統的な囲炉
裏が入居者の生活展開に及ぼす影響を調べ、従来別々の問
題として扱われてきたエコロジーと高齢化を重ね合わせて
考察することで、その解決や相互の補完に対して示唆を得
ることを目的とする。
■調査概要
　調査対象施設は1998年9月、兵庫県Ａ市に開設された小
規模高齢者居住施設GH(図1)において行った。温度と湿度の
測定においてTABAI ESPEC社サーモレコーダーRS-11を用
い,サーモレコーダーを施設内に1.西リビング2.西リビ
ングのテーブル付近3.廊下4.屋外の4箇所に設置し、床
面から高さ75ｃｍの位置で測定した(図1)。調査は12月13
日の0時から12月17日の20時までの間で測定間隔を2分
で行った。またエアコンの発停の影響が室内温熱環境に及
ぼす影響を見るために、スタッフにエアコンの発停時間を
随時記録してもらった。

■施設の温熱環境
　図2に12月13日から16日までの0時から24時の間の温
度・湿度の経時変化を示す。この図から、4日間の外界条件
となる屋外温度の日較差は日毎にばらつきがあるのに対し、
西リビング内の温度の日較差は屋外温度と比べて一定に近
いことが見て取れる。また4日とも早朝6時前後から西リビ
ング及びそのテーブル付近の温度が急激に上昇しているの
は、午前6時前後にエアコンの運転を開始しているのに関
係しているものと推測できる。

高齢者居住施設における囲炉裏の導入が入居者の生活展開へ与える影響に関する研究(その1)
-温度実測から考察する囲炉裏の有効性- 　　

　　

【囲炉裏導入前】

図1　グループハウスプラン及び温度･湿度測定場所囲炉裏の設置場所、
　　　エアコンの位置

【囲炉裏導入後】

図中の数字は測定場所を表している。
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■囲炉裏導入による温度変化と室温に及ぼす影響
　囲炉裏に火をかける時間帯として入居者が共用リビング
で食事を取る朝食の時間帯（6時30分から8時まで）、昼食
の時間帯（11時30分から13時まで）、夕食の時間帯（17時
30分から19時まで）とお茶の時間となる午後3時前後を選
定した。囲炉裏導入による温熱環境への影響を考察するに
あたって、外気条件の違いによらない分析を行うために温
度係数(註1)によって比較した。その結果を図3に示す。図
3より13日、14日はテーブル付近、西リビング全体の2つ
の温度係数の値にそれほど差はなく、15日、16日に大きな
差が生じていることがわかる。これは、導入前ではエアコ
ンによって室全体を一様に暖房することで西リビング全体
とテーブル付近の温度差がほとんどない状態になるのに対
して、導入後では囲炉裏を使用することによってテーブル
付近で温度が上昇するからである。しかし西リビング全体
の温度にはそれほどの変化がみられない。ここで囲炉裏の
導入前後における毎食事時間帯及び間食時間帯のテーブル
付近の温度とリビングの温度との相関関係を示したものが
図4である。図4より導入前に比べて導入後でのテーブル付
近の温度が上昇しているのが確認できる。またテーブル付
近とリビング全体での温度差を図5に示した。導入後には
導入前に比べて温度差にして約2℃上昇している。以上図3
～5より囲炉裏が及ぼす温熱効果は室全体にまで及ぶもの
ではないが、採暖効果が得られることが示唆できた。

 -Possibility of �IRORI� from Ecological  View Point-
YAMAMOTO Yasushi,YAMADA Masayuki,MIURA Ken,TSUJIHARA Makihiko,YAMAGUCHI Kentaro and TOYAMA Tadashi

高齢者居住施設　温熱環境　環境負荷　囲炉裏

日本建築学会大会学術講演梗概集
（関　　東） 2 0 0 1 年 9 月



図3 温度係数による比較

図4 テーブル付近の温度と
    リビングの温度の相関関係　

図5 テーブル付近と
    リビング全体の温度差

■囲炉裏導入が及ぼす環境負荷評価の試み

　GHでは東リビングは、少人数が一時的に滞在する時以外
は利用されていない。よって、東リビング全体をエアコン
で暖房するよりもむしろ、入居者が滞在する付近を囲炉裏
によって局所的に採暖を行う方がエネルギー消費を削減で
きると考え、囲炉裏導入によってもたらされる環境負荷削
減効果を検討した。施設内に設置されているエアコンの定
格消費電力は、2.33kW/hである。ここで、5日間の調査期
間におけるエアコンの使用状況を調べた結果、東リビング
でのエアコンの1日の平均運転時間は678分であった。よっ
て、この運転時間を囲炉裏での暖房に置き換えたものとす
ると、一ヶ月の電力使用量の削減効果は、         　
　678分（11.3時間）×2.33kW/h× 30日 =789.87kWh
となる。これは、60歳以上の単身者世帯と比較した場合、
　789.87÷ 238kWh/月・人=3.318(註 2)

となり、グループハウスの東リビングに囲炉裏を導入した
効果は、60歳以上の単身者世帯3.3世帯分の電力消費を削
減する効果に等しいことが分かる。また、789.87kWhの電力
消費の削減は、CO2排出量に換算して、　
  789.87kWh× 0.12kg・C/kWh=94.78kg・C(註 3)

となり、94.78kgの CO2 排出量の削減に等しい。入居者12
人（註4)、スタッフ2人とすると、一人あたり、6.77kgのCO2
排出量の削減となる。また、99年度におけるGHの電気・ガ
ス・水道全体のCO2排出量は、60歳以上の単身高齢者世帯
を大きく上回っているが(註5)、暖房期間を一年間のうち
4ヶ月間(12月、1月、2月、3月)と仮定し、東リビングで
囲炉裏を使用したとすると、6.77kg の 3 分の 1、つまり
2.26kgを年間の月平均CO2排出量から削減すると、東リビ
ングに囲炉裏を導入するだけで、約1割程度のCO2排出量を
年間を通して削減することができる(図6)。

■結論

(1)囲炉裏の持つ温熱効果は室全体に及ぶものではないが、
優れた採暖効果をもたらす。
(2)囲炉裏をうまく用いることによって、環境負荷を軽減さ
せることが可能である。
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図6　グループハウスシュミレーション

図2 温度・湿度の経時変化

註釈
1)温度係数を以下の式Ⅰ、Ⅱで定義する。
　　ｒ1＝（θｃｔ－θoｔ）/（θｓｔ－θoｔ)－(Ⅰ)
　　ｒ2＝（θｃｔ－θoｔ）/（θｗｔ－θoｔ)－(Ⅱ)
　　　　　　ｒ1：テーブル付近温度係数、ｒ2：西リビング全体温度係数
　　　　　　θst:西リビングのテーブル付近温度、θwt：西リビング内温度
　　　　　　θct：廊下温度、θot：屋外温度
2)60歳以上の単身世帯者の電力消費による1月あたりのCO2排出量は238[kgh/月・人]
  参考文献1)p.16参照
3)0.12[kg-c/kWh]は現在の電源構成を基に、1[kWh]の電力を得るために排出されている量より
　CO2排出量が算出されている。(環境庁地球環境部作成の環境家計簿で使用されている)
　参考文献1)p.15参照
4)参考文献1)でのシュミレーションが行われたときのグループハウスの入居者数
5)参考文献1)p.22参照
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12月13日【囲炉裏導入前】
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12月15日【囲炉裏導入後】
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